
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国
が

公
表

し
た

「
子

ど
も

・
子

育
て

新
シ

ス
テ

ム
」
で

は
、

保
育

サ
ー

ビ
ス

へ
の

市
場

原
理

の
導

入
、

直
接

契
約

方
式

の
導

入
、

応

益
負

担
原

則
の

導
入

、
幼

保
一

体
化

、
最

低
基

準
の

廃
止

な
ど

が

検
討

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

尾
村

県
議

は
９

月
県

議
会

で
、

「
新

シ
ス

テ
ム

は
、

国
や

自
治

体

の
保

育
に

対
す

る
責

任
を

後
退

さ
せ

る
も

の
」
と

指
摘

し
、

「
国

や

自
治

体
は

、
保

育
条

件
整

備
、

保
育

内
容

の
充

実
に

責
任

を
持

つ

べ
き

」
と

強
調

。
国

に
公

的
保

育
制

度
の

堅
持

・
拡

充
と

子
育

て
支

援
の

予
算

増
額

を
働

き
か

け
る

よ
う

要
求

し
ま

し
た

。
 

溝
口

知
事

は
、

「
弱

い
立

場
の

児
童

や
保

護
者

が
不

利
益

を
こ

う
む

ら
な

い
よ

う
な

仕
組

み
づ

く
り

を
国

に
要

請
し

て
い

る
」
と

答
え

ま
し

た
。
 

国
は

本
年

６
月

よ
り

、
満

３
歳

以
上

の
子

ど
も

へ
の

給
食

の
外

部
搬

入
方

式
を

認
め

ま
し

た
。

し
か

し
、

保
育

現
場

か
ら

は
、

「
朝

食
を

食
べ

て
こ

な
い

子
ど

も
や

、
ア

レ
ル

ギ
ー

の
あ

る
子

ど
も

も

い
て

食
生

活
を

把
握

し
て

細
や

か
に

対
応

し
て

い
る

」
、

「
子

ど
も

の
食

べ
る

様
子

を
見

て
、

調
理

方
法

を
工

夫
し

て
い

る
」
な

ど
、

自

園
調

理
方

式
の

堅
持

・
拡

充
こ

そ
必

要
と

の
声

が
上

が
っ

て
い

ま

す
。
 

尾
村

県
議

は
「
外

部
搬

入
方

式
は

、
食

育
の

推
進

に
逆

行
す

る
」
と

指
摘

し
、

自
園

調
理

方
式

を
拡

充
す

る
た

め
に

、
県

と
し

て
調

理
師

の
職

員
加

配
な

ど
の

支
援

策
を

講
じ

る
よ

う
求

め
ま

し
た

。
 

県
は

「
給

食
の

外
部

搬
入

が
安

易
に

行
わ

れ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
要

件
の

周
知

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
給

食
が

適
切

に
提

供
さ

れ

る
よ

う
に

助
言

、
指

導
を

し
て

い
き

た
い

」
と

答
え

ま
し

た
。
 

今
日

、
Ａ

Ｄ
Ｈ

Ｄ
（
注

意
欠

陥
・
多

動
性

障
害

）
な

ど
集

団
で

保

育
す

る
に

は
困

難
な

子
ど

も
が

増
え

て
い

ま
す

。
ま

た
、

ア
レ

ル

ギ
ー

除
去

食
、

離
乳

食
、

宗
教

食
に

対
応

し
た

調
理

ニ
ー

ズ
も

増

え
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

現
在

の
職

員
配

置
基

準
で

は
、

細
や

か
な

対
応

が
困

難
な

状
況

で
す

。
 

尾
村

県
議

は
「
鳥

取
県

な
ど

全
国

１
３

県
で

障
害

児
保

育
に

対

す
る

保
育

士
加

配
の

助
成

を
行

っ
て

い
る

」
と

指
摘

。
子

ど
も

の

健
全

な
発

達
を

保
障

し
、

充
実

し
た

保
育

が
で

き
る

よ
う

に
調

理
師

や
保

育
士

の
職

員
加

配
の

助
成

を
検

討
す

べ
き

と
迫

り
ま

し
た

。
 

 
 

県
は

「
保

育
の

質
の

向
上

や
財

源
確

保
に

向
け

た
国

の
議

論
の

動
向

、
市

町
村

の
取

り
組

み
を

ふ
ま

え
て

検
討

し
て

い
く

必
要

が

あ
る

」
と

答
弁

し
ま

し
た

。
 

 

 保育士保育士保育士保育士のみなさんとのみなさんとのみなさんとのみなさんと県県県県へへへへ職員加配職員加配職員加配職員加配をををを求求求求めるめるめるめる尾村県議尾村県議尾村県議尾村県議（（（（右端右端右端右端））））    

９月県議会では、認定こども園での３歳以上児の給

食の外部搬入を認める条例改正案が提出されました。 

尾村県議は、保育士、調理師のみなさんの願いであ

る自園調理の堅持・拡充の立場

から、条例改正にただ一人反対し

ました。しかし、自民・民主・公明

の賛成によって、条例が改正とな

りました。 

保育所の最低基準は、１９４８年の制定以降、見直さ

れていません。現在の基準は、４・５歳児で子ども３０人

に職員１人の配置と世界的にみても低水準です。 

しかし、民主党は地域主権改革

で、自治体の判断で基準の引き下げ

ができるようにしようとしています。  

子どもの発達と安全に係わる最低

基準は国の責任で改善すべきです。 


